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1) 【研究目的】 

白濁したプラスチックや濁った水などの半透明な性質を持つ物体に光を当てると，物体内部で光が広が

って観察される．これは，入射光が物体中の微粒子と衝突を繰り返すことによって生じる散乱と呼ばれる

現象である．我々は，散乱光を解析することで，半透明物体の材質を推定したり，散乱光除去によって見

えを鮮明化するなど，散乱光を手がかりとしたシーンの幾何・光学解析の研究を進めている．すなわち，

散乱光を解析することで，視覚情報によってシーンの詳細な情報を理解することを目的としている．本稿

では，本年度に実施した，単一散乱強度に基づく物体形状推定について報告する． 

 

2）【研究実施内容】 

散乱は微粒子と衝突を繰り返すため，その光路は複雑である

が，散乱の中でも，単一散乱は入射光が物体中で一度だけ微粒

子と衝突することによって生じる現象であり，光源からカメラ

に至るまでの光路や，光路長に応じた減衰の解析が比較的容易

である．そこで，照明としてプロジェクタを用いて散乱光から

単一散乱成分のみを分離し，光の減衰モデルを当てはめること

で，半透明物体内部で観測される単一散乱の強度に着目した新

たな形状推定手法を開発した． 

 図１は形状計測システムの外観であり，物体の側面からプロ

ジェクタで照明し，その単一散乱強度を上方に設置したカメラ

で観測する．図２のような凹部を含む半透明なプラスチックを

対象として，その表面形状を推定した結果が図３である．この

ような半透明物体は，表面への入射光が表面下で散乱してしまうため，工業用のレンジファインダでも形

状計測は困難である．一方，本研究では散乱光そのものを手がかりとするため，ある程度の誤差は生じる

ものの，概形は十分に推定できていることがわかる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）【次年度の研究計画】 

以上の成果を踏まえ，次年度においては，より散乱の強い物体にも対応するために，単一散乱だけでは

なく多重散乱についても解析を進める．また，人体を対象として，近赤外光が体内で散乱する様子を解析

することで，人体内部を可視化する技術についても検討を行う．近赤外イメージングについては，本アラ

イアンスメンバーにも専門家がいることから，新たな連携研究を模索中である． 
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図２：半透明なプラスチック 図３：形状推定結果 

図１：計測システムの外観 
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